
            

NWR シリーズ

結露発生

ウォーターリムーバ

湿度の高い空気を一瞬だけ排気

結露なし

NWR4



スプリング排気口 パッキンA パッキンB 主軸

①

②

③

④

①

一瞬排気

以後状態①～④の繰り返し

排気状態

ウォーターリムーバ の作動原理

給気途中

給気完了

排気途中

排気完了

一瞬排気

スプリングによって主軸が
右端に移動して、パッキンA
がシールしている状態。

空気圧アクチュエータ、エアオペレイト
バルブ等が作動する時の、給気、排気に
よるバルブ内部の作動説明です。

給気によって主軸が左に移
動してパッキンA が開き、パ
ッキンB がシールするまでの
間、空気が一瞬排気される。

給気によって主軸が左端に
移動してパッキンB がシール
し、外部への排気は終了して
いる。

排気によって主軸が右に移
動してパッキンB が開き、パ
ッキンA がシールするまでの
間、空気が一瞬排気される。

排気が終了し、スプリングに
よって主軸が右端に移動し
てパッキンA がシールし、外
部への排気も終了している。

①給気

毎回、新しい圧縮空気に含まれる水分が①給気⇒②排気の工程で蓄積されて、

霧が液化（結露）していく。

給気

排気

電磁弁

電磁弁

アクチュエータの容積に比べ配管チューブの容積がとても大きい容積が小さい
アクチュエータ

配管（チューブ）

a. 排気時に、断熱膨張により配管チューブ内の温度が瞬間的に低下

b. 大気圧露点の温度以下になると霧が発生

c. チューブ内の容積が大きいため、排気時に霧を完全に排出できない（チューブ内に残留）

②排気

備考：下記はシリンダの押側の図で説明していますが、引側も同様です。

結露（水滴）の発生するメカニズム



型式表記

NWR4

仕様

構造図

注1：給気口（ジャック）への接続は、クイック継手ミニタイプφ4用を使用してください。
　2：排気口は大気開放状態で使用してください。

項目 形式 N W R4

取付形式 クイック継手ミニタイプφ4直接挿し込み

使用流体 空気

使用圧力範囲 M P a 0 .2～0.7

保証耐圧力 M P a 1.0 5

使用温度範囲 ℃ 0～6 0

給油 不要

配管接続口 φ4（クイック継手ミニタイプ専用）

質量 g 4.5

U T4 M 継手付

TS 4 -M 5 M 継手付

UT D 6 -4 M 継手付

TL4 -M 5 M 継手付

U Y4 M 継手付

ウォーターリムーバ

（1個入り）

シリンダ側接続

無記入：継手なし

T4 ：U T4M 継手付注

T6 ：UT D 6 -4 M 継手付注

Y4 ：U Y4M 継手付注

注：継手は添付出荷されます。

排気側接続

無記入：継手なし

TS ：TS 4 -M 5 M 継手付注

TL ：TL4 -M 5 M 継手付注

注：継手は添付出荷されます。

主要部材質

名称 材質

本体 アルミ合金（アルマイト処理）

主軸 アルミ合金（アルマイト処理）

ジャック アルミ合金（アルマイト処理）

ウェアリング 樹脂（ポリアセタール）

リップパッキン 合成ゴム（H N B R）

スプリング ステンレス

給気口

本体

主軸

Ｍ５×0.8（排気口）

ウェアリングスプリング ジャック

リップパッキン

-T4

-TS

-T6

-TL

-Y4

φ6

φ6

φ4 φ4

φ4

φ4
M5

M5

φ4
φ4 φ4

φ4

φ4

φ4

ウォーターリムーバ



安全上のご注意（ウォーターリムーバ）

・ 給気口（ジャック）の接続は、弊社が販売するクイック継手ミニタイプφ4用をご使用ください。それ以外のものへ接続した

場合、抜けなどの恐れがあり、大変危険です。

・ 装着後、ウォータリムーバを引いて抜けないことを必ず確認してください。

警 告

取扱い要領と注意事項

を設置する前に、必ず配管内のフラッシング（圧縮空

気の吹き流し）を十分に行なってください。配管作業中に発生した

不良の原因となります。

1. 使用流体は空気を使用してください。

2. に使用する空気は、劣化したコンプレッサ油などを

含まない清浄な空気を使用してください。空気圧管路の適切な

位置にエアフィルタ（ろ過度40μｍ以下）を取り付けて、ドレン

やゴミを取り除いてください。また、エアフィルタのドレン抜きは

定期的に行なってください。ドレンやゴミなどが 内

に入ると作動不良の原因になります。

潤滑

無給油で使用できます。給油はできるだけ避けてください。もし、ル

ブリケータなどで給油をする場合には、タービン油1種 IS O  

V G 3 2）相当品を使用してください。スピンドル油、マシン油の使用

は避けてください。

配管

一般注意事項

1. 水滴、油滴などがかかる場所や、粉塵が多い場所で使用する

場合は、カバーなどで保護してください。

2. は、腐食の恐れがある雰囲気で使用しないでくださ

い。このような環境での使用は、損傷、作動不良の原因となります。

3. 極度な乾燥状態での使用はしないでください。

4. 周囲温度が60℃を超える場合は、損傷、作動不良などの発生

の原因になりますので使用はしないでください。また、5℃以

下の場合、水分が凍結し、損傷、作動不良の発生原因になり

ますので、凍結防止を配慮してください。

5. 配管が振れるような環境の場合は、 を固定するな

どしてください。

環境

空気源

使用時

メンテナンス時、配管内に残圧がないことを確認してから、作業し

てください。

取付

1. 取付姿勢は自由ですが、 に強い衝撃や振動が直接

かからないようにしてください。
2. の排気は、必ず、大気開放してください。

3. 排気口への継手取付時の注意

①継手の取付は、 の二面幅を利用し、適正な工具を使

用して締め付けてください。

②継手取付時、下表の推奨締付トルクを参考に締め付けてくださ

い。推奨締付トルク以上で締め付けた場合、 の二面

幅が壊れる可能性があります。

4. 給気口への配管時の注意

①給気口への配管は、クイック継手ミニタイプφ4用を使用してください。

②装着後、 を引いて抜けないことを確認してください。
5. は、できるだけ結露が発生している場所の近くに取

り付けてください（10 0 m m 以内推奨）。取り付ける場所が、結露

が発生している場所から離れると、除湿能力が低下します。

6. をスピードコントローラの付近に取り付ける場合、

上流側に取り付けても、下流側に取り付けても、除湿能力は変

わりません（結露が発生している場所からの距離の影響は受け

ます）。

7. エアシリンダ等の機器の注意事項も必ず確認して使用してくだ

さい。

ねじサイズ 締付トルク

M5×0.8 1.0～1.5

N・m●継手

排気口推奨締付トルク

空気圧シリンダ

エアハンド等

スピード
コントローラ

クイック継手
（UT4M 等）

エア配管

スピード
コントローラ

スピードコントローラの
上流、下流どちらにも取付
可能です。

寸法図（mm）
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継手挿入後の参考寸法
Ｍ５×0.8（排気口）
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注1：給気口（ジャック）への配管には、クイック継手ミニタイプφ4用を使用してください。

　2：排気口は大気開放状態で使用してください。
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